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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

　

倉
吉
市
で
は
、
定
額
給
付
金
と
子
育

て
応
援
特
別
手
当
の
申
請（
請
求
）
と
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
給
付
を
希
望
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
と
し
て
、
以
後
の
受
け
取
り
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

受
け
取
る
意
志
が
あ
る
人
は
、
必
ず

申
請
期
限
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
ポ
イ
ン
ト
！

対
象
と
な
る
人

▼
定
額
給
付
金

　

平
成
21
年
２
月
１
日（
日
）（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず

れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

① 

倉
吉
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
人　

② 

倉
吉
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人（
不
法
滞
在
者
や
短
期

滞
在
者
は
対
象
外
）

▼
子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

３
歳
以
上
18
歳
以
下
の
子（
平
成
２
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま

で
の
生
ま
れ
）が
２
人
以
上
お
り
、
か
つ
、

第
二
子
以
降
で
小
学
校
就
学
前
３
年
間

に
属
す
る
子（
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
の
生
ま
れ
）が

対
象
で
す
。

　

申
請
・
受
給
者
は
、
基
準
日（
平
成

21
年
２
月
１
日
）
に
お
い
て
、
支
給
対

象
と
な
る
子
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

で
す
。

 

連
絡
を
待
っ
て
い
る
申
請
書

が
あ
り
ま
す
。

 　

申
請
書
の
ハ
ン
コ
を
押
し
忘
れ
て
い

る
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し（
コ
ピ
ー
）

を
入
れ
忘
れ
て
い
る
な
ど
申
請
に
不
備

が
あ
っ
た
場
合
は
、
手
続
き
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
。

　

受
け
取
り
に
必
要
な
事
項
を
通
知
や

電
話
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、

再
度
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

お
届
け
で
き
て
い
な
い
申
請
書

が
あ
り
ま
す
。

　

「
転
居
先
不
明
」
な
ど
の
理
由
で
、
給

付
実
施
本
部
に
返
送
さ
れ
、
送
り
先
が

分
か
ら
な
い
ま
ま
保
管
し
て
い
る
申
請

書
が
あ
り
ま
す
。
対
象
に
な
る
は
ず
な

の
に
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

至
急
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
に
も
注
意
！

特
設
窓
口
を
移
転
し
ま
し
た
。

　

６
月
１
日（
月
）、
特
設
窓
口
を
市
役

所
本
庁
舎
西
玄
関（
１
階
）
に
移
転
し
ま

し
た
。

受
付
時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

※ 

現
金
受
領
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申

請
書
、
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▲

特
設
窓
口
位
置
図

　

※
西
玄
関
・
市
民
参
画
課
隣

【市役所本庁舎１階】

市民
参画課

総務課
情報処理係

西玄関

特設窓口

東
玄
関

Ｗ
Ｃ

Ｗ
Ｃ
Ｅ
Ｖ

食堂

宿直室

売店

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

倉
吉
市
や
金
融
機
関
が
、
定
額
給
付

金
や
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
手
続
き

の
た
め
に
、
銀
行
な
ど
の
現
金
自
動
預

払
機
の
操
作
を
お
願
い
し
た
り
、
手
数

料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
た
り
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た

場
合
は
、
給
付
実
施
本
部
や
倉
吉
警

察
署
、
ま
た
は
警
察
総
合
相
談
電
話

（
＃
９
１
１
０
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《定額給付金・子育て応援特別手当は受け取りましたか？》
申請期限は、９月１６日（水）です。

※問合せ先：倉吉市定額給付金給付実施本部（総合政策室内）（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）

《指定ごみ袋の引換えをお忘れなく！》
引換え期限は、６月３０日（火）です。

※問合せ先：環境課（あ２２―８１６８／い２２―８２３０）
　

倉
吉
市
で
は
、「
生
活
支
援
対
策
事

業
」と
し
て
、
各
世
帯
に
、
指
定
ご
み

袋（
大
袋
）30
枚
を
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

「
指
定
ご
み
袋
無
料
引
換
券
」は
、定

額
給
付
金
の
申
請
書
に
同
封
し
て
、

各
世
帯
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

倉
吉
市
役
所
環
境
課
、
関
金
支
所
支

所
管
理
課
、
各
指
定
ご
み
袋
販
売
店

で
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

対　

象

：

定
額
給
付
金
の
給
付
世
帯

と
同
じ

引
換
期
限

：

６
月
30
日（
火
）

▲無料引換券１枚（１世帯分）で…

▲指定ごみ袋（大袋）３０枚と交換できます。
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《平成２１年度からの市県民税の主な改正点》
３つの主な改正点をお知らせします。

※問合せ先：税務課（あ２２―８１１４／い２２―１０８７）

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な

ど
６
議
案
を
審
議

　

平
成
21
年
５
月
第
４
回
倉
吉
市
議
会
臨
時
会

が
５
月
15
日（
金
）に
開
催
さ
れ
、
平
成
20
年
度

倉
吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公

民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館

な
ど
で
、
８
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

議
会
事
務
局（
あ
２
２―

８
１
４
５
／

い
２
２―

８
１
４
６
）

■
議　

案
■

【 

承　

認　

３
件 

】

● 

平
成
20
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
に
つ
い
て

● 

倉
吉
都
市
計
画
事
業
上
井
羽
合
線
沿
道
土

地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
規
程
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

● 

倉
吉
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

【 

原
案
可
決　

３
件 

】

● 

平
成
21
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

● 

平
成
21
年
度
倉
吉
市
国
民
宿
舎
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

● 

法
律
上
市
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
に
つ
い
て

市議会報告

5月臨時会

１

改

点

正
平
成
21
年
10
月
か
ら
、
65
歳
以
上

の
人
は
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
が
始
ま
り
ま
す
。

　

前
年
に
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生

年
金
・
退
職
共
済
年
金
な
ど
の
公
的
年

金
を
受
け
て
い
て
、
平
成
21
年
４
月
１

日
現
在
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
て
い

る
納
税
義
務
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
金
額
は
、

公
的
年
金
の
支
払
い
金
額
に
か
か
る
均

等
割
額
と
所
得
割
額
で
す
。

　

た
だ
し
、
今
年
度
の
１
期
・
２
期
分
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
付
書
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

２

改

点

正
65
歳
未
満
の
人
で
給
与
所
得
が
あ

り
、
か
つ
年
金
を
受
給
し
て
い
る

場
合
、
年
金
所
得
に
係
る
市
県
民

税
を
給
与
か
ら
特
別
徴
収
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
県
民
税
が
給
与
か
ら
の

特
別
徴
収
だ
っ
た
人
で
も
、
年
金
所
得

に
係
る
市
県
民
税
は
、
普
通
徴
収（
納
付

書
）で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
同
じ
市
県
民
税
で
も
、
給

与
所
得
分
は
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
、

年
金
所
得
分
は
普
通
徴
収
と
い
う
ふ
う

に
、
併
用
に
よ
り
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
年
間
に
納
め
る
税
額
は
、

合
計
す
る
と
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

３

改

点

正
寄
附
金
控
除
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
中
の
寄
附
金
額
か
ら
、

５
、０
０
０
円
以
上
の
も
の
が
対
象
と
な

り
ま
す（
こ
れ
ま
で
は
10
万
円
以
上
）。

　

ま
た
、
控
除
額
の
上
限
が
、
総
所
得

金
額
の
30
％
ま
で
と
な
り
ま
す（
こ
れ
ま

で
は
25
％
ま
で
）。

　

こ
れ
ま
で
の
所
得
控
除
方
式
か
ら
税

額
控
除
方
式
に
な
り
、
寄
附
金
控
除
額

が
そ
の
ま
ま
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
や
区
市
町
村
あ
て

の
寄
附
金
の
場
合
、
市
県
民
税
の
10
％

を
上
限
と
し
て
、
控
除
の
上
乗
せ
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

　　

＜倉吉税務署からのお知らせ＞

　国税庁では、税務職員（国家公務

員採用Ⅲ種）を募集しています。

受験資格：昭和６３年４月２日～

平成４年４月１日生まれの人

試験内容：高校卒業程度

受付期間：６月２３日（火）～３０日（火）

申込先：受験しようとする第１次試

験地を担当する人事院各地方事務局

※問合せ先：倉吉税務署総務課（代表あ
２６―２７２１）

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

インターネットで登録・検索・

紹介依頼などができます。

活用ください。
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《第５１回「水道週間」》
期　間：６月１日（月）～７日（日）

※問合せ先：水道局工務課（あ２６―１０３２／い２６―３２４２）・業務課（あ２６―１０３１／い２６―３２４２）

メ
ー
タ
取
替
に
つ
い
て

　

各
家
庭
・
事
業
所
に
設
置
し
て
あ
る
水

道
メ
ー
タ
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
８
年
に

１
回
取
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
上
水
道
区
域
約
２
，５
０
０

戸
・
簡
易
水
道
区
域
約
４
０
０
戸
を
対
象

に
６
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
順
次
行
い
ま

す
。
対
象
の
家
庭
・
事
業
所
に
は
、
水
道

局
か
ら
委
託
を
受
け
た
業
者
が
訪
問
し
、

取
替
を
行
い
ま
す
。

　

取
替
の
際
は
一
声
か
け
て
い
ま
す
が
、

ご
不
在
の
場
合
で
も
敷
地
内
に
入
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
取
替
を
行
い
ま
す
。
そ
の
と

き
は
お
知
ら
せ
を
郵
便
受
け
に
入
れ
て
お

き
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
タ
取
替
の
際
、
短
時
間
で
す
が
断

水
を
伴
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
取
替
に
伴
う
手
数
料
・
印

鑑
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
を
装
っ
た
訪
問
販
売
に
つ
い
て

　

水
道
局
の
職
員
を
装
い
、
水
質
検
査
や

器
具
販
売
を
持
ち
か
け
る
業
者
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水
道
局
で
は
、

水
道
管
の
サ
ビ
を
洗
浄
す
る
サ
ー
ビ
ス
な

ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
く
ら
よ
し
の
水
」好
評
販
売
中

　

水
道
局
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
飲
料

水「
く
ら
よ
し
の
水
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

市
水
道
の
発
祥
地
で
あ
る
余
戸
谷
町
水
源
地

の
源
水
を
汲
み
上
げ
、
加
熱
・
ろ
過
処
理
し
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

ボ
ト
リ
ン
グ
し
ま

し
た
。

販
売
場
所

：

倉
吉
市
水
道
局
・
市
役
所
売

店
・
赤
瓦
１
号
館
・
道
の
駅「
犬
挟
」・
せ

き
が
ね
湯
命
館
・
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
せ

き
が
ね
・
伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷

価　

格

：

１
０
０
円（
５
０
０
ml
／
税
込
）

おいしいね、
 この水未来に
　いつまでも
～平成２１年度 水道週間スローガン～

おがも朝市始まる！
　毎年恒例のおがも朝市の初市を、今年は６月１４日

（日）午前７時から開催します。

　朝市は、おかげさまで２４年目を迎えます。今では

地域に定着し、多くの人で賑わっています。

　今年のスタートを飾る初市には、豚汁を振る舞う予

定です。朝市は日曜日は午前７時から、水曜日は午前

６時３０分から小鴨広場（西倉吉ロードステーション

前）で開催します。皆さん、ぜひ、早起きしてお出かけ

ください。

第１８回花と緑のふれあい健康ウォーキング

　毎年恒例の健康ウォーキングを６月１４日（日）に開

催します。

　小鴨地区のみならず地区外、市外から多くのかたの

参加もあり、毎年賑わっています。

　小鴨川の清流と古代ロマンを求め、小鴨公民館をス

タートに岩倉、上小鴨を回る約１０キロのコースを歩

きます。午前７時３０分から小鴨公民館で受付をしま

す（参加費２００円です）。
※問合せ先：小鴨地区総合開発促進協議会（あ２８－０９６４）

　一昨年、「倉吉ダブルストーリー～八賢士の世界～」
で好評を博した、ヴァイオリンの門脇大輔さん（倉吉
市出身）とサックスの藤田淳之介さん（湯梨浜町出身）
のデュオユニット「門藤」によるライブを開催します。

と　き：７月１７日（金）
昼の部：午後１時４０分開演（午後１時開場）

前売（当日）２，０００円（２，５００円）

※託児サービス有。要事前連絡。

夜の部：午後６時３０分開演（午後６時開場）

前売（当日）一般２，５００円（３，０００円）

高校生１，５００円（２，０００円）

プレイガイド：関金公民館・はとや楽器店・湯命

館・倉吉未来中心・「門藤ライブ」実行委員会（あ２２―

９１６２）・夢づくり倶楽部事務局
※問合せ先：夢づくり倶楽部事務局（あ０８０―５６２１―３４０７）

「倉吉ダブルストーリー

～八賢士の世界～」の

テーマ曲も演奏！



（9）平成 21.6

　

倉
吉
市
で
は
、
昭
和
52

年
２
月
か
ら
下
水
道
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
今
年

で
33
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
よ
り
良
い
生
活

環
境
の
維
持
の
た
め
下
水
道
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

倉
吉
市
の
下
水
道
普
及
状
況　

◎
下
水
道
を
使
え
る
区
域
が
さ
ら
に
広
が

り
ま
し
た
。

整
備
面
積

：

12
．３
ヘ
ク
タ
ー
ル

【普及率・水洗化率】 （平成２１年３月３１日現在）

普及率

（A）/総人口

接続可能

人口（A）

接続人口

（B）

水洗化率

（B）/（A）

公 共 下
水 道

71 .3% 36 ,470人 31 ,043人 85 .1%

集落排水
(農業･林業 )

15 .8% 8 ,079人 6 ,097人 75 .4%

計 87 .1% 44 ,549人 37 ,140人 83 .3%

下
水
道
を
使
え
る
新
し
い
区
域

仲
ノ
町
、
東
仲
町
、
西
仲
町
、
清
谷
、
清

谷
町
、
上
井
、
大
平
町
、
福
庭
町
、
上
余
戸
、

大
原
、
東
巌
城
町
、
新
町
、
湊
町
、
河
原
町
、

福
吉
町
、
大
谷
、
国
府
、
国
分
寺
、
福
光
、

不
入
岡
、
和
田
、
生
田
、
小
鴨
、
北
野
、

中
河
原
、
西
倉
吉
町
、
福
守
町
、
鴨
河
内
、

上
古
川
、
福
山
、
関
金
町
大
鳥
居
、
関
金

町
郡
家
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部

※ 

詳
し
く
は
下
水
道
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
今
ま
で
道
路

側
溝
や
水
路
な
ど
に
放
流
し
て
い
た
ト
イ

レ
や
台
所
な
ど
の
汚
水
は
、
下
水
道
へ
直

接
放
流
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
快
適
で
衛

生
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
、
１

日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

水
洗
便
所
の
改
造
資
金
に
対
す
る
融
資

制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事

① 

く
み
取
り
便
所
か
ら
水
洗
便
所
へ
の
改

造
工
事

② 

し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
下
水
道
に
接

続
す
る
た
め
の
便
器
、
洗
浄
用
具
な
ど

の
改
造
工
事

③ 

こ
れ
ら
の
工
事
に
伴
う
給
水
設
備
の
新

設
や
改
造
す
る
工
事

融
資
期
間

　

供
用
開
始
か
ら
15
年
以
内（
３
年
以
内
は

無
利
子
、
４
年
以
上
は
年
利
３
％
）

※ 

そ
の
ほ
か
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
下

水
道
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

不
審
な
調
査
・
点
検
業
者
に
注

意
を
！

　

宅
地
内
の
排
水
管
や
宅
内
の
ま
す
の
調

査
・
点
検
を
名
目
に
訪
問
し
、
清
掃
や
修
繕

が
必
要
な
ど
と
言
っ
て
不
必
要
な
清
掃
・
修

繕
契
約
を
迫
る
悪
質
な
業
者
に
関
す
る
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
倉
吉
市
か
ら
の
委
託
業
者
を
か

た
る
手
口
が
あ
り
ま
す
が
、
倉
吉
市
が
業

者
に
依
頼
し
て
宅
地
内
に
あ
る
排
水
設
備

を
点
検
・
清
掃
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

排
水
設
備
を
定
期
的
に
清
掃
す
る
こ
と

は
管
理
上
好
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
多
少

汚
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
清
掃
す

る
必
要
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

宅
内
の
ま
す
の
ふ
た
を
開
け
て
、
ト
イ
レ
・

台
所
の
排
水
が
流
れ
る
こ
と
を
ご
自
分
で

確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
集
落
排
水
施
設
で
は
月
に
１
回
程

度
の
分
離
ま
す
の
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
下
水
道
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
場
合
は
、
市
民
生
活
相
談
室
（
市
民

参
画
課
内
／
あ
２
２―

２
７
１
７
）
、
ま
た
は
鳥

取
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
中
部
消
費
生
活

相
談
室（
あ
２
２―
３
０
０
０
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

下水道マスコッ
トキャラクター
「スイスイ」

《下水道でつくる快適な暮らし》
倉吉の豊かで美しい水環境を守り、生活環境の向上を図りましょう。

※問合せ先：下水道課（あ２２―８１７６／い２２―８１４０）

　

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
や

約
束
を
守
っ
た
り
破
っ
た
り
し
な
が
ら
、

人
と
の
関
係
の
あ
り
方
や
社
会
の
ル
ー
ル

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

家
庭
の
ル
ー
ル
に
は
、
あ
い
さ
つ
や
家

に
帰
る
時
間
・
寝
る
時
間
な
ど
の
生
活
上

の
ル
ー
ル
と
、他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
、

う
そ
を
つ
か
な
い
な
ど
と
い
っ
た
道
徳
上

の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

し
つ
け
に
一
貫
性
を
持
た
せ
、
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
も
、
家
族

が
よ
く
相
談
を
し
て
は
っ
き
り
と
し
た

ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
子
ど
も
と
と
も
に
親

も
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
意
見
を
聞
い
て
、
一
緒
に
ル
ー

ル
を
つ
く
る
と
い
う
姿
勢
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
安
易
に
モ
ノ
を
買
い
与
え
す
ぎ

る
と
、
子
ど
も
は
欲
し
い
モ
ノ
を
手
に
入

れ
る
た
め
に
努
力
し
た
り
、我
慢
し
た
り
、

工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
や
た
ら
と
モ
ノ
を
欲
し

が
り
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ね
だ
ら
れ
て
も
必
要
以
上
の
モ
ノ
を
買

い
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
小
遣
い
は
多

す
ぎ
ず
、
決
ま
っ
た
額
の
中
で
や
り
く
り

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ22-8167／い22-1638
生涯学習課

家庭教育⑥
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《地区公民館の利用料金・減免基準などを定めました》
７月１日（水）以降の利用から適用します。

※問合せ先：生涯学習課（あ２２―８１６７／い２２―１６３８）
　

「
倉
吉
市
公
民
館
条
例
」
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
地
区
公
民
館
の
利

用
料
金
・
減
免
基
準
な
ど
を
定
め

ま
し
た
。

▼
地
区
公
民
館
と
は
？

　

地
区
公
民
館
は
、「
社
会
教
育

法
」
に
基
づ
い
て
一
定
区
域
内（
倉

吉
市
で
は
基
本
的
に
小
学
校
区
）

の
住
民
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
社

会
教
育
施
設
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
学
習
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
話
し
合
い
、
学
び
あ
い
な
が

ら
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
場

で
す
。

　

さ
ら
に
、
交
流
を
深
め
る
中
で
、

よ
り
充
実
し
た
生
活
と
、
よ
り
豊

か
な
地
域
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
自
主
活
動
、
地
域
住
民
の

集
会
の
場
と
し
て
も
、
利
用
で
き

ま
す
。

▼
利
用
で
き
な
い
場
合

　

地
区
公
民
館
は
社
会
教
育
の
た

め
の
施
設
で
す
の
で
、
営
利
を
目

的
と
す
る
利
用
、
特
定
の
政
党
、

特
定
の
宗
教
の
利
害
に
関
す
る
目

的
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
な
ぜ
条
例
改
正
？

　

地
区
公
民
館
は
、
無
料
で
利
用

で
き
、
利
便
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

以
前
は
ほ
か
の
公
共
施
設
を
利
用

し
て
い
た
地
域
外
の
団
体
の
利
用

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
利
用
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

や
、
公
費
で
負
担
し
て
い
る
維
持

管
理
経
費
の
不
足
が
生
じ
た
こ
と

な
ど
か
ら
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▼
利
用
料
金
は
？

　

近
隣
の
公
共
施
設
を
参
考
に
基

準
を
定
め
、
そ
の
範
囲
内
で
各
公

民
館
の
利
用
料
金
な
ど
を
定
め
ま

し
た
。

　

７
月
１
日（
水
）
以
降
の
利
用
か

ら
適
用
し
ま
す
。

▼
利
用
料
金
の
減
免
は
？

　

地
区
公
民
館
の
利
用
は
、
有
料

が
原
則
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

地
区
公
民
館
関
係
団
体
や
公
共
的

団
体
な
ど
が
、
社
会
教
育
上
、
奨

励
す
べ
き
目
的
の
た
め
に
使
用
す

る
場
合
、
そ
の
目
的
や
活
動
内
容

に
よ
り
免
除
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

利
用
料
金
を
免
除
さ
れ
た
場
合

で
も
、
冷
暖
房
料
金
な
ど（
実
費
）の

負
担
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
…

　

利
用
料
金
、
減
免
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
各
地
区
公
民
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
利
用
料
金

表
を
掲
載

《指定管理者が決定しました》
４月１日現在、指定管理者が管理運営を行っている４１施設をお知らせします。

※問合せ先：総務課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

指定管理者施設＜４１施設＞

施　　　設 指定管理者 指定期間
選定
方法

所　管

シビックセンターたからや NPO法人未来 H19.4.1～H22.3.31 公　募 市民生活部市民参画課

高齢者生活福祉センター Ρ社福倉吉市社会福祉協議会 H21.4.1～H24.3.31 指名指定 福祉保健部長寿社会課

伯耆しあわせの郷

旭ビル管理㈱ H21.4.1～H26.3.31 公　募 福祉保健部長寿社会課　関金分館陶芸棟

　関金分館園芸棟

せきがね湯命館 メトラベルシリウス H21.4.1～H26.3.31 公　募 産業部商工観光課

せきがね簡易宿泊施設 
（湯楽里）

メトラベルシリウス H21.4.1～H26.3.31 公　募 産業部商工観光課

関金都市交流センター メトラベルシリウス H21.4.1～H26.3.31 公　募 産業部商工観光課

関金生産物直売食材供給施設
（道の駅）

せきがね犬挟観光㈱ H21.4.1～H26.3.31 指名指定 産業部商工観光課

関金農林漁業者等健康増進施設 ユ倉吉市教育振興事業団 H21.4.1～H26.3.31 公　募 教育委員会生涯学習課

久米農村広場 北谷地区自治公民館協議会 H21.4.1～H26.3.31 指名指定 産業部農林課

体育施設（14） ユ倉吉市教育振興事業団 H21.4.1～H26.3.31 公　募 教育委員会生涯学習課

温水プール ムリースキン倉吉 H21.4.1～H26.3.31 公　募 教育委員会生涯学習課

グリーンスコーレせきがね ㈱レパスト H19.8.1～H24.3.31 公　募 産業部商工観光課

公民館(13) 公民館管理委員会 H21.4.1～H26.3.31 指名指定 教育委員会生涯学習課

勤労青少年ホーム 
（リフレプラザ倉吉）

倉吉文化団体協議会 H21.4.1～H24.3.31 公　募 産業部商工観光課

（注）青字は平成２１年度更新（変更）施設

　「指定管理者制度」とは、公の施設の管理運営をする民間事業者などを指定し、そのノウハウを活用すること
で、住民サービスの向上や経費の節減などを図るものです。倉吉市では、平成１６年度から導入しています。平
成２１年度からは、７施設について、公募により新しい事業者が管理者として指定されました。


